
 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年 10月６日（日）、総合教育センターで第５回かながわ教育学講座を開催しました。前半は大講堂で「イ

ンクルーシブ教育」の講義、後半は各教室に分かれてグループ活動が行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 元明星大学発達支援研究センター 京極 澄子 氏による「インクルーシブ

教育 授業におけるユニバーサルデザイン」について講義を行いました。障

害のある子と障害のない子が共に学び共に育つ仕組みがインクルーシブ教

育であり、インクルーシブ教育を実現するためには、ユニバーサルデザイ

ンが欠かせません。そして、教育におけるユニバーサルデザインとは、学

びにくさや発達障害のある子にとって、参加しやすい学校、わかりやすい

授業であり、他のすべての子にとっても、参加しやすい学校、わかりやす

い授業であるといえます。すなわち、どの子も、楽しく「わかる」「できる」

「身に付いた」と言える授業づくりにつながるのです。 

 また、どの子にも参加しやすい学校、わかりやすい授業にするための工夫について、実際に教育現場で実践さ

れている事例から話がありました。児童・生徒の参加する気持ちを促すために、場を構造化したり、ルールを明

確化したりすること。授業のデザインをする際に、目標や活動をしぼり思考が深まるように「焦点化」すること。

視覚・感覚・動作を入り口にして思考できるようにする「視覚化」すること。話し合い活動を組織化し理解や思

考を深めるようにする「共有化」することなど具体的な工夫があることを学びました。今後かながわティーチャ

ーズカレッジで行う模擬授業で、取り入れたい内容がたくさんあったと思います。教育におけるユニバーサルデ

ザインの視点をもって、どの子にとっても主体的で対話的な学びを意識し、深い学びにつながる授業を目指して

ほしいと思います。 

 

 

 特別支援学校で用いられる教科書の展示がありました。文字が

拡大されたもの、文字が少なくて絵や写真がたくさん載っている

ものなど、普段はなかなか見る機会がない特別支援学校の教科書

を、実際に手に取って見ることができました。特別支援学校の志

望者だけでなく、多くの受講者が訪れました。かながわティーチ

ャーズカレッジならではの貴重な体験ができたことと思います。 

インクルーシブ教育 

元明星大学発達支援研究センター 

京極 澄子 氏 

 

 

特別支援学校教科書展示会 
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第５回 かながわ教育学講座 



 

 

 

 後半のグループ活動では講義の内容を踏まえ、事例検討を通して、一人ひとりの子どもが抱える課題への対応

や支援の手立てと、できるだけ全ての子どもが同じ場で共に学び共に育つために必要なことを考えました。児童

Ａ又は生徒Ｂの事例に対し、子どもが困っていることについて書き出し、どのような支援をすれば良いか考え、

具体的な手立てについて話し合いました。次に、その支援がクラスのどの子に対しても有効であるかを考えまし

た。個人への支援が周りも含めた全体への支援に繋がることで、ユニバーサルデザインの視点を理解することが

できました。今回のウェビングを通して、様々なアイディアを班で出し合い、気付きと視野を広げることができ

た様子でした。受講者はインクルーシブ教育や教育におけるユニバーサルデザインへの理解を深めるとともに、

一人で悩まずチームで支援計画や支援方法を考えたり、支援をしたりしていくことの重要性にも気付くことがで

きたのではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループ活動 

受講者の感想から 

・ グループワークで授業の手立てを考えて、意見交換で自分の考えてい

なかったことを聞けてよかった。 

・ グループワークで取り組んだ屋台式活動によって、皆と意見を交換す

る時間が増え、良かったです。 


